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モ ル モ ッ ト の アナフ ィ ラキ シ ー 反応 における
プ レ ドニ ゾ ロ ン の 効果




感作 モ ル モ ッ ト か ら摘出した気管に 抗原を投与す る と， 収縮反応が お きる ． こ の 反応は， 気管摘出
の 6時間前に プ レ ド ニ ゾ ロ ン をモ ル モ ッ ト腹腔内に あら か じめ 投与す る こ と に よ り， 抑制 され た． ま た，
感作 モ ル モ ッ トよ り得 た気管模本 をin vitr oで プ レ ド ニ ゾロ ン とイ ン キ エ ペ ー 卜 しても ， 抗原に よる気管
収縮反応 は抑制さ れ た． 抗原投与 に よ っ て お き る感作モ ル モ ッ ト肺組織標本か らの ヒ ス タ ミ ン 遊離， お よ
び肺組織 ヒ ス タ ミ ン 含量 は， 6時間前に プ レ ド ニ ゾロ ン を モ ル モ ッ ト腹腔内に 投与する こ と に よ り， 減少
した． また ， 非感作モ ル モ ッ ト気管標本の ヒ ス タ ミ ン お よ び アセ チ ル コ リ ン によ る収縮 は， プ レ ド ニ ゾロ
ン と 1時間イ ン キ ュ ベ ー 卜す る こ と に よ り抑制さ れ た． こ の よう な プ レ ド ニ ゾロ ン の抗 アナ フ ィ ラ キ シ ー
作用 は， 時間に 関 して 2相性で あ っ た ． す な わち ， プ レ ド ニ ゾ ロ ン投与後短時間で お こる初期の プ レ ド ニ
ゾ ロ ンの 作用 は， 気管収縮 へ の 直接の 抑制 である と 考えら れ る． ま た， 数時間後 に み られ る プ レ ド ニ ゾロ
ン の 後期の 効果は， ヒ ス タ ミ ン産生 ． 遊離の 抑制の結果 で あ ると 考え られ る． この 場合， お そ らく プ レ ド
ニ ゾロ ン の 受容体 を介す る機序が関与 して い ると 思われ る ．
Key w o rds a n aphylaxis， Pr ednis olone， guin e apig， hista min e
気管支喘息の 治療 に は プ レ ド ニ ゾロ ン な どの グ ル コ
コ ル チ コ イ ド は重要で あ り， と りわ け発 作重積状態 に
は不可決な薬剤で ある ． 気管支喘息に 対す るグ ル コ コ
ル チ コ イ ドの 作用機序としては， 血 管収縮や リ ソ ゾ ー ム
安定化な どの 抗炎症作用 ， 抗体産生抑制作用 ， ケ ミ カ
ル メ ジ ュ ー タ ー の 産 生 ま た は遊離 の 抑制作用 ， カ テ
コ ー ル ア ミ ン の 効果増強作用 ， 気道平 滑筋 に 対す る直
接弛綬作用 ， ケ ミ カ ル メ ジ ュ ー タ 一 に よる 気道収縮の
抑制作用 な どが 知ら れ て い る り2J． し か しな が ら， これ
ら につ い て も未だ 議論の あ る と こ ろ で あ り， 一 定し た
見解の な い の が 現状 で ある ．
従来， 気管支喘息発作 に対 し て グル コ コ ル チ コ イ ド
の 効果 が得 られ る に は， 数 日間に わ た る投与が 必 要で
ある とさ れ て お り ， グ ル コ コ ル チ コ イ ドの 1 回 単独投
与で は効果が得 ら れ な い と い う 報告 も あ る3 川． し か
し，ElluトM ic allef らは， 慢性 型 の 気管支喘息患者に プ
レ ド ニ ゾ ロ ン を 1 回投与 して 呼吸 機能を経時的に 測定
し， 経 口投与 で は投与後 3時間よ り， 静注で は 投与後
1時間 よ り， 気 道収縮 の 改善 を み た と 報告 し て い
る引引． 筆者の 経験 か らも ， 慢性型の 気管支喘息患者 に
プ レ ド ニ ゾ ロ ン を経口 投与す る と， 投与後4 旬 6時間
で 症状の 改善 をみ る こ とが あ る．
そ こ で ， 気管支晴息に 対す る グル コ コ ル チ コ イ ドの
急性効果 と， そ の 時間的経過 を調 べ る目的で ，モ ル モ ッ
トの ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 反応に お ける気道収縮 を実験 モ
デ ル と し て， これ に 対す るプ レ ド ニ ゾロ ン の 効果 を経
時的に 検討 した． さ らに ， 気管支喘息に 対す る プ レ ド
ニ ゾ ロ ンの 作用機序 を解明 す る た めに ， アナ フ ィ ラ キ
シ ー 反応時 に肺 か ら遊離され る ヒ ス タ ミ ン 量と肺 ヒ ス
タ ミ ン 含量， お よ び ヒ ス タ ミ ン の 気道平滑筋収縮作用
に 対す る プ レ ド ニ ゾ ロ ン の 効果 を検討 した．
材料名 よ び方法
1． 動 物
Effe ct of Prednis olo n e onthe An aphylaxis of Guin e aPig． Ka z u n ori Ka n a m ori， Depertm e nt
of Inter n al Medicin eくIIIJくDirectoriPr of． Kenichi Hattoril， Scho olof Medicin e， Ka n aza w a
Univ ersity．
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体重250g前後の ハ ー ト レ 一 系雄 モ ル モ ッ ト を使用
した．
1 ． 試 薬
卵白ア ル ブ ミ ン くSigm aう， 二 塩 酸 ヒ ス タ ミ ン く乗
京化成1， アセ チ ル コ リ ン く第 一 製薬， オ ピソ ー トン，
オ ル トフ タ ー ル ア ル デ ヒ ドく0 － phth alaldehyde， 以 下
O P T と略I く和光純薬う， プ レ ド ニ ゾロ ン ． ソ ジ ウム ．
へ ミサ ク シ ネ ー ト くpe ndnis olo n e s odiu mhe misu c ci－
n ate， 以 下 Ps と略I くSigm al． 他の 試薬は， す べ て 和
光純薬特級 を用 い た ．
3 ． モ ル モ ッ トの 感作お よび Ps投与
卵白ア ル ブ ミ ン を生理 食塩水に溶解 し て 20％溶液
を作製 した． こ の溶液 0．5ml をモ ル モ ッ ト腹 腔内
に ， 1日お き に 3回注入 して ， 能動感作 した．
感作終了後 4 旬 6過 に ， モ ル モ ッ ト を次の 5群 に わ
けた ． I群く対照群ンニPs を投与せ ずに 撲殺 し， 気管お
よ び心肺 を摘出した ． H群 くPs l時間前投与群う二Ps
20mgノkg を腹腔内に 注入 し， 1時間後 に 撲殺摘出 し
た． III群くPs 2時間前投与群IニPs20m glkg腹腔内注
入後 2時間に撲殺摘出 した ． 汀 群 くPs 6時 間前投与
群lニPs20m gIkg 腹腔内注 入後 6時間 に 撲殺摘出 し
た． V群くPs 5 日間投与群lニPs20m glkg を 5月 間毎
日腹腔内 に注入 し，最終投与よ り 24 時間後 に 撲殺摘出
した． 工群 は 10匹， 工工旬 V群 は各々 8 匹に つ い て， 実
験 を行 っ た ．
Wate r ba th
Fig．1． Sche m e of the bio a s say syste m fo r
m e a s11r e m ent Ofthe respon se s oftra che alchain s
to a ntige n，hista min e o r a c etylcholin e． On e e nd of
the tra che al chain is 丘x ed to the bottom of
M agn u stube in the w ate rbath m aintain ed at
3 r C．Kr ebs － Hens eleit s olutio nin M agn u stubeis
Satu r ated with mix ed ga s c o mpo s ed of 95％ 02
a nd 5％ C O2． T he othe r e nd ofthetr ache alchain
is atta chedtoisoto nictra n sdu ce r a ndthete n sion
Ofthe tra che al chain is r e c o rded o n the poly－
rec o rder．
4 ． 気管鎖の 卵白ア ル ブ ミ ン 添加 に 対す る収縮反応
の 測定
摘出 し た 気管 を Kr ebs－ He n s elit液7， 中に お き，
T im m e r m a nらの 方法8一に 従 っ て， 気管鎖 を作製した
．
す なわ ち ， 1 つ の 輪が 1 つ の 気 管軟骨 を含む よう に気
管 を切 り， 10偶の 輪を連結 した も の を 1 本の 鎖と した
くFig． 11． モ ル モ ッ ト1匹 よ り 1本 の 気管鎖 を作製し
た ．
こ の気管鎖 の 一 端 を， 1 0mlの マ グメ ス 管の 管底に
と りつ け， こ れ に Kr ebs－He n s elit液9 ml を入 れ，
95％02， 5％C O2の混 合ガ ス で 飽和 させ た ． マ グ メ ス 管
は ， 3 アC の恒温槽 に ひ た した． 気管鎖の他端は， アイ
ソ ト ニ ッ ク ． トラ ン ス デ ュ ー サ ー くM Eコ マ ー シ ャル
社フ に と りつ け ， 気管鎖の 反応 はポ リ レ コ ー ダ ー く日
本光電 R M－51 に 記録 した くtis su ebio a say syste m，
Fig． い ． 初期張力は0．6g と した． な お ， 500mg の 錘
を と りつ けて ， キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン の 際の 単位と した
．
各群の モ ル モ ッ ト か ら摘出 した気管鎖 を 1 時間静置
して， 張力が安定 した と こ ろ で 卵白ア ル ブ ミ ン を添加
した
． す な わ ち， 卵白ア ル ブ ミ ン を Kr ebs－He n selit
液 に 溶解 して 500FLgノml と し た溶液 1ml を マ グ ヌ ス
管 に 加 え く卵白 ア ル ブ ミ ン の マ グメ ス 管内最終濃度を
50声gノmlと し てI， 気管鎖 の収縮 を記録 した．
さ ら に ，in vitr oで Ps とイ ン キ ュ ベ ー ト した場合の
効果 をみ る た め に ， 18匹 の 感作モ ル モ ッ ト を6匹 ずつ
3群 に わ け， 気管鎖 を作製 して bio a ss ay syste m に と
り つ け た
． 各 群 を各 々PslOOJJglml， 500JLglml， 1
m gノml溶 液 9ml と イン キ エ ペ ー 卜 し， 1 時 間後 に
500メイgノmlの卵白ア ル ブ ミ ン 溶液 1 ml を加 え て気管
鎖 の収縮 を測定 した ． 収縮 の ピ ー ク時の 張力くm gつを，
そ の反 応の 大き さ と した．
5 ． 抗原添加 に よ る 感作肺組織 か らの ヒ ス タ ミ ン遊
離の 測定
各群 の モ ル モ ッ ト か ら 摘 出 し た 心 肺 を Krebs
－ He n s elit液中に 入 れ ， 右心 室か ら肺動脈 に カ テ ー テ
ル を挿入 して Kr ebs－He n s elit液で ゆ っ く り湾 流し，
血 液 を洗い 流 し た． そ の 後， 肺 末柵部 を切 り出 し， こ
れ を 1旬 2m m の 小 片 に な る よ う 細切 し た． Krebs
－ He n s elit 液中でよ く 洗催 した あ と濾過 し， 肺組織片
100 mg ず つ を 秤 量 し て ， あ ら か じ め 5 mlの Kr ebs
－He n s elit 液を 入 れ た 試験管 14本 に と っ た ． 37OCで
10分間振遺 した あと， 2本 を1組 と し， 各組 に 0， 1，
10， 10， 500， 1，000， 2，000ノノgノml の卵白ア ル ブ ミ ン
溶液 1 mlを加 え た． 卵白ア ル ブ ミ ン を加 え て 正 確に
15分後 に 濾過 し て ， 肺組 織と 濾液 に 分 離 し， 各々 に
30％ トリ ク ロ ー ル 酢酸溶液0．5 ml を加 え て 反 応 を停
止 さ せ た
．
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 反 応に 対す る プ レ ド ニ ゾ ロ ン の 効果
肺組織 お よ び濾液中の ヒ ス タ ミ ン量 は， S ho r eらの
原法
9Jを
一 部修正 した蛍光法 で 測定 した くTable ll．
O PT は， 1g を石 油 エ ー テ ル 100ml に 完全 に 溶解さ
せ て グ ラ ス フ ィ ル タ ー で 濾過 し， 濾 液 を シ ャ ー レ に
と っ て石 油 エ ー テル を蒸発 させ 再結晶さ せ た も の を，
デ シ ケ 一 夕
ー 内に 冷却保存 して 用 い た ． O P T との 反 応
温度お よび 反応時間は， 鈴木の 報告1 0りこも とづ き ，0
0
C，
45分間と した． 蛍光強度は ， 0 ．1N 塩酸に 溶解 し て10
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声gノmlと した塩酸 キ ニ ー ネの 蛍光 を 100 と し， これ に
対す る比較蛍光強度くrelative8u ores c en ceinte n sityl
で表現 した． サ ン プル と とも に ， 外標準曲線お よ び内
標準曲線 も測定 した
．
Fig． 2 に そ れ らの 実例 を示 した ．
遊離 した ヒ ス タ ミ ン は， ヒ ス タ ミ ン遊離畳と ヒ ス タ
ミ ン 遊離率 で 示 した． す な わ ち，
ヒ ス タ ミ ン遊離量 ニ 濾ー液中の ヒ ス タ ミ ン 畳 トく卵白
アル ブ ミ ン を加 え なも1と きの 濾液中の ヒ ス タミ ン 量1
Tablel． Method fo rhista min e m e a su re m ent．
F l l tr ate
i l tr ate 4 ． O m1
0 篭T C A O
．
5 ml
C e ntri fuge
Supe r n ata nt 4． O ml
Lun g Fr agm e nt
r agm en t lO O mg
0 宅T C A 0． 5 ml
ho moge n ate
ad d R－ H s olut ion 9 ． 5 ml
C e ntri fuge
Super n ata nt
to e a ch s upe rn atan t ad dノ
NaO H O ． 5 ml
aC l l ． 5 g
－ Buta nol l O． O ml
mix for l O min




uta n oI phas e
al t－ S aturated O． 1 N NaO H 5． O rnl
mix for l O m in
C en tr ifuge
uta noI phas e





2 ． 5 ml
1 5． O ml
mlx fo r l O m 土n
















in cu ba te fo r 45 rnin










r opho to me te r
a ctiv at ion 3 6 0nvl
f luor es ce n c e 4 5 Om p
Kq H s olutio n， Krebs－He n selit solutio ni Ce ntrifuge， C entrifuge at3，000rpm fo rlO
llllIl．
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肺組織 ヒ ス タ ミ ン 含量 こ く渡波中の ヒ ス タ ミ ン 重 け
く肺組織 に 残存 す る ヒ ス タ ミ ン 量1
ヒ ス タ ミ ン遊離率 ニ
ヒ ス タ ミ ン 遊離量
肺組織 ヒ ス タ ミ ン 含量
X lOO
6 ． 気管鎖の ヒ ス タ ミ ン ， ア セ チ ル コ リ ン に よる収
縮反応 に およ ぽ す Ps の 効果 の 測定
Krebs － Hen selit液で溶解希釈 して ， 100ngノml， 1
メgノml，10ノ上gノ皿1の ヒ ス タ ミ ン お よ び アセ チ ル コ リ ン
溶液を準備 した．
10 匹の 未感作 モ ル モ ッ ト を用 い て気管鎖 を作製 し，
tis su ebio a ss ay syste m に セ ッ ト した ． マ グ メ ス 管 に
Kr ebs－ He n selit液 9ml を入 れ て l 時間静置後， マ グ
ヌ ス 管底 よ り 液を ぬ き と り， 濯流液 を37
0
Cの 新 し い
Rr ebs－ He n selit液 9ml に変更 した． こ れ に ヒ ス タ ミ
ン 100nglml溶液1 ml を加 えて ， 収縮反応 を調 べ た ．
反応が最大に な っ た と こ ろ で溶液 を ぬ き と り ， Kr ebs
－ He n selit液 9ml で 3回洗淋 して， 張力 が も との レ
ベ ル に戻っ た と こ ろで， も う 一 度 ヒ ス タ ミ ン 100ngノ
ml液 1 mlを加 えて 収縮 を測定 した ． こ の あ と同様 に
し て， ヒ ス タ ミ ン 1メイgノml， 10ノ上gノml， アセ チ ル コ リ
ン 100nglml， 1JLgノml， 10JLglml液を加 えた と き の
反応 を2 回 ずつ 測定 した． つ い で ， 潜流 液 を PslO
JLglml， 100jLgJml， 500JLgノml， 1 m gJ
，
ml溶液に か え
て， 同様 の 測定 を行 っ た． 結果は ， 最大収縮時の張力





統計学的処理 は， M a n n＋ Whitn ey の U テス ト， ま た
は 分散分析 を用 い ， 危険率5 ％以 下 を有意 と した
．
成 績
1 ． 感作モ ル モ ッ ト気管鎖 の 抗原 に 対す る反応
Fig． 3 は， I 群 くPs 非投与群J か ら得 た気管鎖 を in
Vitr oで Ps と イ ン キ エ ペ ー 卜し た場合と， そう でな い
場合の ， 気管鎖の卵白ア ル ブ ミ ン 50月gノmlに 対する
反 応 を示 した も の で ある． 上 段 は Psl m glml と， 中段
は Ps500JLglmlと 各々 1 時間イ ン キ エ ペ ー ト した場
合， 下段 は Ps 非存在下の 場合 で あ る． 上 方 へ の ふ れが
収縮反応 を示 して い る ． 各々の 反 応の 最大収縮時の 張
力 は， 0， 112m g， 5 69m g で あ る． これ らの 結果は，
感作モ ル モ ッ ト気管鎖が抗原の 添加に よ っ て収縮し，
こ の収縮 が Ps との イ ン キ エ ペ ー ト に よ っ て 抑制され
る こと を示 して い る ．
各群 か ら と っ た気管鎖の 卵白 ア ル ブ ミ ン 50声gノml
に 対す る収縮 の 大き さ を， Fig．4 左 図に 示 し た． 工群
くPs 非投与群， n ニ 10J に 比 較 して ， IV群 くPs 6時間
前投与群， n ニ 8ぅ で 有意に 収縮が減少 し た くU ニ 16，
pく0．0引． こ れ に 対 し， H群くPs l時間前投与群， n こ
8ト ニm群くPs 2時間前投与群 ， n ニ 81， V群 くPs 5
日間投与群， n こ 8フで は ， 工群と有意差 を認め なか っ
た ． く各々 ， U ニ 17， 36， 351． Fig． 4右図は ， 工群から
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Fig．2． T he exte rn al a nd inte rn al sta nda rd c u rv es of hista min e． T he relatio n betw e e nR FIa nd
hista min e co n c entratio n w a s alm o stlin e a rin the e xte nt of hista min e c o n c e ntr atio n u s edin this
Study． R FI， r elativ e8u o r e sc ertc einte n sity ニH i， hista min e．
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 反 応 に 対す る プ レ ドニ ゾ ロ ン の 効果
とっ た気管鎖 を， 種 々 の 濃度の Ps と 1時間イ ン キ エ
ペ ー ト した あと に ， 卵白 ア ル ブ ミ ン 50メイgノml を加 え
た時の 気管鎖 の 収縮 を示 した も の である ． こ の 結果は，
500JLgノmlお よ び 1 m gノml とイン キ エ ペ
ー ト し た群
く各々 n ニ 6うで は， Ps と イ ン キ エ ペ
ー ト し ない 群くn ニ
101に 比 べ て ， 有意 に気管鎖の 収縮が低下す る こ と を
示して い るく各 々 ， U ニ 2， pく0．05 こUニ 0， Pく0．05l．
特に ，in vitr oで Psl m gノmlとイ ン キ エ ペ
ー 卜し た群
では， 全例で 抗原 に 対す る気管鎖の 収縮 を全く認 めな
か っ た ． こ れ に 対 し， PslOOJJglml とイン キ エ ペ ー 卜
した群 くn ニ 61 で は ， Ps 非投与群と有意差 は認 め な
か っ たくU ニ 141． 以 上 の 結果 よ り， Ps は感作モ ル モ ッ
ト気管鎖の 抗原に よる 収縮反応 を抑制 する とい え る．
この 抑制効果は， Ps をin vitr oで投与 した場合 に は，
Ps授与後 6時間で 認め られ た． V群く5 日間投与群1
で は抑制効果が認 め られ な か っ た が ， こ の 群で は Ps
最終投与後 24時間 で 抗原添加 を行な っ て お り， 換言す
れ ば，Ps投与後24時間に は Ps の抑制効果が消失 して
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い る とい える
．
一 方 ， 摘出気管鎖 に in vitr oで Ps を投
与す ると ， 1時間後に は抗原 に よ る気管鎖収縮の抑制
効果が 認め ら れ た．
2 ． 感作モ ル モ ッ ト肺組織か ら の ヒ ス タ ミ ン遊離
対照 の 工群くPs非投与群， n ニ 10Iに お け る卵白ア ル
ブミ ン添加量 と肺組織か らの ヒ ス タ ミ ン遊離の 関係 を
Fig． 5 に示 し た． こ の結果は， 添加 す る卵白 ア ル ブ ミ ン
濾度が増加す る に つ れ て ， 肺組織 か らの ヒ ス タ ミ ン遊
離畳も増加す る こ と を示 して い る． ヒ ス タ ミ ン遊離量
に 比 べ ヒ ス タ ミ ン 遊離率 の方がばら つ き が 少な い た
め ， 以 後 は ヒ ス タ ミ ン 遊離率で比較検討した ．
Fig． 6は， 各群に お ける肺組織か ら の ヒ ス タ ミ ン 遊
離率 を示 して い る． 対照の 工群くPs 非投与群， n ニ 10ン
に 比 し， 工V群くPs 6時 間前投与群， n ニ 8うの卵白ア ル
ブ ミ ン 濃度 1，000ノノgノml お よ び 2，000ノJgノml に対 す
る ヒ ス タ ミ ン遊離率が有意に 減少 したく各々， U ニ 15，
pく0．05こU
ニ 10， pく0．0引 ． これ に対 し， 工V群の卵白
ア ル ブ ミ ン 濃度 500月gノml 以下 で は 工群 と有意差 は
Prednis o10n e Sod iu m He misu c cin ate lm glml
l
O A 50 0呵 ノml．1ml
predn is olon e Sod i皿 He mis uc cin ate 5 0 0p gノml
で
OA500メノgノml ，1ml
W i t hout Predn is olo n e
Fig．3． E ffe ct ofpr ednis olo n e o ntr a che alchain c o ntr a ctio nto a ntige n． T he a rr o w s r epre se nt the tim e at
Which l ml of 500JLgImlo v albumin s olutio n w a s added． T helength ofthe v ertic al lin e s c o rr espo ndthe
CO ntr a ctio n oftr a che alchain sbythe w eight of 500m g u s ed fo r c a rrib atio n．
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Co ntr ac tio nくm gl
1 0 0 0
金 森
Co ntr a ctio nくrngJ
工 工工 工工工 工V V
Gr o up No ．
0 10 0 50 01 0 0
Pr ednis o10 n e
くルgノm い
Fig．4． E ffe cts ofprednis olo n e o nthe re sponse s ofs e n sitiz ed guine apig tra che a sto a ntige n．
Ontheleftofthefigu re，the re spo n se ofe a chgro up O，II，III， Va nd VIw a sdepicted． Gr o upIsho w
the gro up witho ut pr ednis olo n e ad ministr atio n
． Gro up II， III， I V a nd V sho w the gro ups
administe red prednis olo n e20mglkgintr aperito n e ally l ho u r， 2 ho u r s， 6 ho u rs a nd ev e ry 5 days
befo re e xcisio n re sp ectiv ely． To the e x cised tr a che al chain s， O V albu min 50JLgJmlくfin al fra sk
C On C e ntr atio nJw a s added a nd the contra ctio n s w e r e m e a su re叫 y tiss u ebio a ss ay syste m ．
The c o ntra ctio n s ofthe tra che alchain s whichhad be e nin c ubated in vitr o with pr ednisolo neO，100，
500a nd l，000JLglml fo rlho u r a ndthe re after added o v albu min 50p gノml a r e sho w n o nthe right．
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Fig．5． E ffe ct of a ntige n conc e ntr atio n o nthe
im m u n ol gic hista mine rele a se fr o m a ctiv ely
Se nSitiz ed gin eaplg lu ng． o w ， rele a s ed hista，
mine c o ntent三 日ー ーーーー ． 口 ， ％ oftotal histamin e． Ea ch
V alu e repr ese nts m e a n士 S． E． ．
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 反応 に 対す る プ レ ド ニ ゾ ロ ンの 効果
なく ， II群ePs l時間前投与群， n ニ 81， I I群くPs 2
時間前投与瓢 n こ 81 お よ び V群くPs 5 日間投与瓢
n
二 8フで は， 添加し た卵白ア ル ブ ミ ン の す べ て の 濃度
で I群と有意差が な か っ た ． こ れ ら の 結果 は， 投与抗
原量が多 い 場合に は， 抗原 添加の 6 時間前に Ps を投
与し た場合 に だ け， 感作肺組織か ら の ヒ ス タ ミ ン 遊離
が抑制され る こ と を示 して い る ．
Fig． 7 は， 各群 に お け る肺組織 100mg あ た り に 含
ま れる ヒ ス タ ミ ン 量を比較 した も の で あ る ． 対照の 工
群くPs非投与群， n ニ 101 に 比 し， lV群 くPs 6時間前
投与群， n ニ 射 で有意 に 減少し たくU ニ 16， pく0．0引．
これ に 対 し， II群くPs l時 間前投与群， n ニ 鋸 ， 1II群
tPs 2時間前投与瓢 n ニ 81 お よび V群 くPs 5 日間
投与群， n こ 8ユで は ， I群 に 対 して 有意差 は認め られ
なか っ たく各々， U ニ 26， 38， 32う． この 結果は ， 感作
モ ル モ ッ ト肺組織 に 含ま れ る ヒ ス タ ミ ン 量 は， Ps投与
後6時間で 減少す る こ と を 示 して い る ．
3 ． 非感作モ ル モ ッ ト気管鎖の ヒ ス タ ミ ン ， ア セ チ
ル コ リ ン に よ る収縮 に お よ ぼす Ps の 効果
Fig． 8く左図1は， 非感作 モ ル モ ッ トの 気管鎖 を種々
の濃度の ヒ ス タ ミ ン溶液中 でイ ン キ エ ペ ー 卜した と き
Fig．6． E ffe ct ofprednisolone o ntheim m u n ol gic
hista mine rele a sefr o m se nsitiz ed guin e a pig
lu ngs． 佃 ， gr O upI三 企 －－ ．－ ．－ 4 gro up 町 0－－－T一口 ，
gr o upIIIi H ， grO uPI Vi a nd ムー－－－ヰ gro up
V． Gr o upIsho wsthe gr o up witho utpr ednis olo n e
administratio n． Gr o up II，III， Va nd Vsho w the
gr o ups administe red prednis olo n e 20m glkg
intr ape rito n e allyl ho u r，2 hours，6hou rs a nd e v e ry
5 days before e x cisio n r espe ctiv ely． Ea ch v alu e
repre se ntsthe m e a n． Statistic a n alyse s w e reper－
form ed by M a n n－W hitn ey，s U te st． Hiく％ナ， n et
hista min e r el a s ed repre se nted by ％ of total




の ， 気管鎖の 収縮 に 対す る Ps の 効果 を示 した も の で
ある くn ニ 抑 ． 個々 の 気管鎖 の ヒ ス タ ミ ン に 対す る反
応は， Ps を加え な い 状態で の ヒ ス タ ミ ン 1 描ノmlく最
終濃度う に よ る収縮の大き さ に 対す る％で表示 した．
この 結果 は， 気管鎖の ヒ ス タ ミ ン に よる収縮は ヒ ス タ
ミ ン濃度の 増加 に とも な っ て増大 し， Ps は こ の収縮反
応 を抑制 す る が， その 抑制効果 は Ps の 演度の 増加 と
とも に 大き く な る こ と を示 して い る ． さら に Table 2
上段 に ， そ の 分 散分析の 結果も示 した
．
Fig 8く右図うは， 気管鎖の アセ チ ル コ リ ン に よ る反
応を示 したも の で あ る くn ニ 川 ． 個々の気管鎖の 反応
は， Ps を加 え な い 状態 で の ア セ チ ル コ リ ン 1声gノml
に よ る収縮 に 対す る％で表示 した． こ の結果 は， ヒ ス
タ ミ ンの 場合と 同様 に ， 気管鎖の 収縮は アセ チ ル コ リ
ン 濃度の 増加 に とも な っ て増大 し， Ps は濃度依存性に
こ の 収縮反応 を抑制するこ とを示 してい る
．
ま た Table
2下段 に ， そ の 分散分析の 結果 を示 した．
H ist amin e Co nte n
くngl100rng o f lu ng tis s ueJ
工 工工 工工エ エV V Gr oup No ．
Fig． 7－ Innu en ce of prednis olone o n hista min e
COnte nt of lOOm g of lu ng tissue． Gr o up I， the
gr o up witho ut prednisolo n e ad ministr atio nこ
Gr o upII，lII， Va nd V， the gr o ups ad ministered
Prednisolo n e20m glkgintr ape rito n e allyl ho u r，2
ho u rs， 6 ho u rs a nd e v ery 5 days befor e e x cisio n
r espe ctiv ely． Ea ch v alu e r epre se nts the m e a n士
S． E． ． Statistic analys es w e rep rfo rm ed by M a n n
－ W hitm ey
，




Co n亡r a c亡10 nく引
金 森
Co ntr a ct io nく％1
1 0 1 0 0 10 0 0
Hista m土n eくn 9ノmlI
1 0 10 0 1 0 0 0
Ac etylchol in eくngJmlJ
Fig． 8， In触 e n c e of prednisolo n eくPsl o n histamin e－ く1eftJ a nd a c etylcholin e－くrig叫 indu c ed
C O ntr a Ctio n s ofthetra che alchain s obtain ed fr o m n o n－ S en Sitiz ed guin e apigs．Eachv alu erepre s e nts
Per C e ntagetOthe c o ntra ctio nbyhistamin eljLgノmlo r a c etylcholin elJLgノmlwitho utprednis olo n e
r espe ctively－ 0
－ － づ
， C O ntr Ol くwitho ut prednis olo n elこ A ． ． 一一4 pr ednis olo n el Opgノmlエ ロー ．－ ． － ． － ．口 ，
Pr ednis olo ne lOOJLgノmli ＋ － － － 一 中， pr ednisolon e500JLglmliAr－ j pr ednis olo n el m glmi．
Table2■ Su m m a ry of an alysis of v aria n ce． E ffe ct of pr ednis oIo n e
O nhista min e－a nd a cetylcholin eq indu ced tr a che al c o ntr a ctio n．
So u r c e of v ar ia n c S S d f M S F
Pr ednis olo n e くAI 4 3 6 3 2． 6 4 1 0 9 0 8． 2 16 4． 2
H ista min e くBl 6 8165． 9 2 3 4 0 8 3． 0 5 1 3． 1
Znte r a ct io nくAxBI 3 3 35 2． 7 8 4 1 6 9． 1 6 2
．
8
Er r o r 8 9 6 8． 5 1 3 5 6 6． 4
Total 1 5 4 1 1 9． 8 1 4 9
So u r c e of v a ria n c S S d f M S F
Pr ednisolo n eくAI 4 5 6 3 0． 6 4 1 14 0 7． 7 1 7 5． 2
Ac etylchol in eく封 9 4 3 4 2． 8 2 4 7 1 7 1． 4 72 4． 3
Znteractio nくAx BI 2 1 6 1 0． 7 8 2 7 01 ． 3 41 ． 5
Er ro r 8 7 9 2． 0 13 5 65 ． 1
Total 1 7 0 3 7 6． 1 14 9
S S， S u m Ofsquaresニdf，degr e e of fr eedo mニ M S， m e a n Squ a r eSニ F，
F r atio s．
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 反 応に 対す る プ レ ド ニ ゾ ロ ン の 効果
考 察
従来， 動物実験 で Ps な どの グ ル コ コ ル チ コ イ ドの
抗ア ナ フ ィ ラキ シ ー 作用 は， 投与よ り効果発現 まで に
数時間 句 数 日 を要する と さ れて い る
1 1卜 1 71
．
しか し少数




こ の よ う に 相反 す る見解が あ っ た り，
投与よ り効果発現 ま で に 要 する 時間に 相違が生ずる 理
由と して． い 実験動物の 種嵐 2J 感作方法の 相違，
3 J使用 し たグ ル コ コ ル チ コ イ ドの 種類 ． 投与量 ． 投
与方法の 相違， 4う 実験対象と す る作用 磯序の 相適 を
あげる こ とが で き る．
著者が実験動物 と して モ ル モ ッ ト を選ん だ の は， 小
動物であ り， 種々 の 操作が容易で あ る こ と ， ラ ッ トな
どに比 べ て 気管支喘息モ デ ル を作製 しや す く ， ケ ミ カ
ル メ ジ エ ー タ ー と して ヒ ス タ ミ ン の 関与が 大き い こ と
などの 実験上 の 理 由に 加え て ， ス テ ロ イ ド に 対する 感
受性が ， ラ ッ トや マ ウス よ りも ヒ ト に 似て い る とさ れ
てい るた め で あ る22I． 感作方法と し て 能動感作 を用 い
たが， この 場合の アナ フ ィ ラ キ シ ー 反 応 に は1gGlが 関
与し て い る とさ れ てお り， 主 と してIgE が 関与 する ヒ
ト工 型 ア レ ル ギ ー 反 応 と は ， ス テ ロ イ ド の 作用 も 質
的 ． 量的に 若干異 なる 可能性は あ る．
著者の 用 い た Ps20m gノml腹腔内投与は ， 他 の 報告
の 使用 量 と大き な差は な い が， 通常臨床 で経 口 的に 用
い る量 に 比 して か なり 大量 で， い わ ゆる パ ル ス 療法の
量に 匹 敵する ． Yanagiba shi ら2 31は， マ ウ ス 腹腔内に
プ レ ド ニ ゾ ロ ン ． へ ミ サ ク シ ネ ー ト 1m gノkg を投与す
ると， 体内で効率 よく加水 分解され ， 血 中遊離 プ レ ド
ニ ゾロ ン 濃度は 投与30分後 に 476士81ngノml と最高
に な り， その 後速 やか に低下 して 2時間後 に は 1ハ0 の
濃度 に な っ た と報告 して い る． プ レ ド ニ ゾ ロ ン ． エ ス
テル の 水解 ． 代謝の 種差 の 問題は不 明 で あ るが ， こ の
報告か ら類推す る に ， 著者 の in viv o投与 の 条件で は
酒性型 で あ る 遊離プ レ ド ニ ゾロ ン の 血 中濃度は数 メg
l
J
mlに 達 して い たと 予想 され る． 一 方， in vitro で気
管鎖 と イ ン キ ュ ベ ー ト し た Ps の 濃 度 は 10旬 1，000
JJglmlで ， こ れ はin viv o投与で 予 想さ れ る血 中濃度
よ りも 高い ． しか し， 試験管内で は エ ス テ ル 型 で あ る
Psの 一 部 しか 水解さ れ な い ため に ， 遊離プ レ ド ニ ゾロ
ン濃度は Ps濃度よ りい く ら か低く な っ て い る と 考え
ら れる
．
グル コ コ ル チ コ イ ドの 抗 アナ フ ィ ラ キシ ー 作用 の 評
価の 方法と して， 感作動物 に 抗原を漆露 した とき の 死
亡率や症 状で評価 する 方法で は， 有効性は 証明 で き な
か っ た と す る報告 が多 い1 8ト 抑 ． これ に 対 し， C hu r ch
ら161， Delehu nt ら1 71は ， 感作動物の 気道内圧 ． 気流速
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度を測定 して ， 抗原投与に よる気道収縮 は グル コ コ ル
ナ コ イ ド投与後3 へ 4 時間で抑制さ れ たと して い る ．
こ の よ う な結果の 相適 は， 惹起 さ れ た ア ナ フ ィ ラ キ
シ ー 反応の 部位 と程度に よ るも の と思 われ ， 全身的で
致死 的な反 応 に対 し て は ， グル コ コ ル ナ コ イ ドの 抑制
効果 は認 めが た い もの と 考えら れ る． 一 方 ， 感作動物
の 気管平滑筋 をin vitroで グル コ コ ル チ コ イ ドとイ ン
キ ュ ベ ー 卜 し， 抗原投与に よる平滑筋収縮 に 対す る効
果をみ た実験 で は， 15分間の イ ン キ ュ ベ ー トで収縮の
抑制が認 め られ た と い う報告2 ヰ1と， 45分 間イ ン キ エ
ペ ー ト し て も収縮抑制が認め られ な か っ た と い う 報
告25Iが あ る
．
こ の よう な 報告か ら も， グル コ コ ル チ コ イ
ドの 抗ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 効果 に は ， 投与 よ り効果発現
ま で の 時間が 異な る複数の作用機序が あ ると 推定さ れ
る．
著者は， 感作 モ ル モ ッ トに Ps をin マ．iv oで腹腔内注
入 し て 6時間後に 気管 を摘出し抗原を投与 した場合 に
は， Ps 非投与群に 比 べ て 気管収縮 が有意に 抑制され る
が， それ よ り短い 時間や 24時間後に は抑制効果が認め
られ ない こ と を見出した ． これ に対 し， 気管を摘出 し
て か らin vitr oで 1 時間 Ps と イ ン キ エ ペ ー トす る
と， 抗原投与 に よ る気管収縮の抑制が認 め られ た． こ
の こ と か ら， Ps をin viv o で投与 した とき とin vitr o
で 投与 した とき と で は， そ の抗ア ナ フ ィ ラ キシ ー 作 用
の 出現ま で に 要す る時間に 差が あ る こ とが わ か っ た ．
こ の 2 つ の 実験の 適 い は， Ps の 投与 が in viv o か in
Vitro か と い う こ と で あり， こ の 条件の 差は 前述 した
よう に ， 気管平滑筋内の 遊離 プ レ ド ニ ゾロ ン 濃度の 差
と考 えられ る ． 従 っ て ， 気管鎖 を Ps と1時間イ ン キ ュ
ベ ー 卜 した後 に 認め られ た気管収繍抑制効果は， 高濃
度の Ps を要 し， 腹腔 内注入後 6時間で 認 め られ た 気
管収縮抑制効果は ， それ よ りも低濃度 の Ps で も生 ず
る とい う こと が い え る．
こ の よ う な Ps の 時間的 に 2相性の抗ア ナ フ ィ ラ キ
シ ー 作用 の 機序を解明 す る た めに ， 王型 ア レ ル ギ ー 反
応の 代表的 な ケ ミ カ ル メ ジ エ ー タ ー で ある ヒ ス タ ミ ン
を と り あ げ， 感作 モ ル モ ッ ト に in viv oで Ps を投与
し， 摘出肺 に 抗原を添加し たと き の ヒ ス タ ミ ン遊離お
よ び肺内 ヒ ス タ ミ ン含量 に 与 える影響と， in vitroで
非感作モ ル モ ッ ト気道平滑筋 を Ps と イ ン キ エ ペ ー 卜
し たと き の ヒ ス タ ミ ン に よ る収縮反応にお よ ぽす効果
を検討 した． その 結果， 前者 の 実験 では， 6時間の Ps
投与 に よ っ て 肺か らの ヒ ス タ ミ ン遊離およ び肺内 ヒ ス
タ ミ ン 含量 は減少し， 後者の 実験で は， Ps と の 1 時間
のイ ン キ ュ ベ ー トに よ っ て ヒ ス タ ミ ン に 対す る気管収
縮 が抑制 され た ． 以上 の 成績 は， ヒ ス タ ミ ン 動態か ら
分析す る と， Ps の 抗ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 作用 は， 早期の
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ヒ ス タ ミ ン に よ る気管平滑筋収縮 の 抑制作用 と ， 後期
の ヒ ス タ ミ ン産生 ． 遊離の 抑制作 用 の 2相性で あ る こ
と を示 して い る．
Ps に よ る肺内 ヒ ス タ ミ ン含量 の 減少 お よ び肺 か ら
の ヒ ス タ ミ ン遊離の抑制 は， 肺 か ら血液 を洗い 流し た
条件 で実験 して い る こ とか ら， マ ス ト細胞の ヒ ス タ ミ
ン産生 およ び遊離の抑制 と換言 で き る． マ ス ト細胞 は
気管に も存在 す るの で， 感作モ ル モ ッ ト摘出気管 に 抗
原を投与 した場合に も， 気管か らの ヒ ス タミ ン遊離 に
対 して Ps が抑 制作用 を果 し て い る と推定 され ， こ の
こ と が 気管収縮 が抑制 さ れ た 一 つ の 理 由 と 考 え られ
る
．
一 方 ， 感作 モ ル モ ッ ト気管 の 抗原 に よ る収縮 が in
Vitr oで Ps と 1時間イ ン キ ュ ペ ー 卜す る こ と に よ っ
て抑制 され たが ， これ に は， Ps投与後 1時間で は マ ス
ト細胞 か ら の ヒ ス タ ミ ン遊 離は抑制 され な い こ と， Ps
と の 1時間のイ ン キ エ ペ ー トに よ っ て ヒ ス タ ミ ン に よ
る気管収縮が抑制され た こ と よ り， Ps の ヒ ス タ ミ ン に
よ る気管収縮抑制作用 が 関与 して い ると 考え られ る．
しかも ， ヒ ス タミ ンの み な ら ず， アセ チ ル コ リ ン に よ
る気管収縮 に対 して も Ps の抑制作用が認め ら れ た ．
北村 狗 は， ア セ チ ル コ リ ン， プ ロ ス タ グラ ン デ ィ ン F2
ぽ ， ヒ ス タミ ン ， セ ロ ト ニ ン ， ブ ラ ジ キ ニ ン の モ ル モ ッ
ト摘出気管筋 に 対す る収縮作用が ， プ レ ド ニ ゾ ロ ン 5
〆gノml と の イン キ ュ ベ ー ト で す べ て 有意 に 抑制 さ れ
た と報告 して い る． こ れ ら の こ と は， こ の Ps の 気管収
縮抑制作用 が ケ ミ カ ル メ ジ ュ ー タ ー の種類 を とわ ず生
ずる こ と を示 して い る
．
野村ら 叩 ， 石 原ら 瑚 は， モ ル モ ッ ト に プ レ ド ニ ゾ ロ ン
を投与す る と， 気管平滑筋の CyClic A M P が短時間で
増加 した と述 べ て い る． また Lavin eら2 9りま， ヒ トリ ン
パ 球お よ び子 牛心筋 を ハ イ ド ロ コ ー チ ゾン と 2分間イ
ン キ エ ペ ー 卜 して ホス ホ ジ エ ス テ ラ ー ゼ括性の 抑制 を
認 め， こ れは こ の酵素に 対す る ハ イ ドロ コ ー チ ゾン の
直接作用 で ある こ と を証明 した ． 著者の 認め た Ps の
早期の気管収縮抑制作用 は， 摘出気管標本 を用 い てお
り， カ テ コ
ー ル ア ミ ン や迷走神経 の関与が除去され る
こ と， ケ ミカ ル メ ジ ュ ー タ ー の種類 に 関係な く認 め ら
れ る こ と よ り， Ps に よ り 気管平滑筋内 に cyclic A M P
が 増加 した こ と に ．よ る も の と 考 え ら れ， こ れ に は
La vine ら の述 べ て い る グ ル コ コ ル チ コ イ ド に よ る ホ
ス ホ ジ エ ス テ ラ ー ゼ の直接の抑制作用 が 関与 して い る
と推定 され る
．
工型 ア レ ル ギ ー 反応 に よ る ヒ ス タ ミ ン遊 離に 対す る
グル コ コ ル チ コ イ ドの抑制作用 は， い く つ か の 文献で
報告され て い る30ト 叩 ． Schleim e rら3 61は， ヒ ト好塩基
球を デ キサ メ サ ゾン 10－ 7M とイン キ エ ペ ー トす る と ，
抗1gE 抗体 を加 え た と き の ヒ ス タ ミ ン 遊離が 4 時間
後 よ り 24時間後ま で 抑制さ れ た と述 べ て い る
．
これ は
in vitr oで 好塩基球 を使 っ た 実験系で は あ るが ， 著者
の結果 と ほ ぼ 一 致 して い る ． ま た， モ ル モ ッ トやラ ッ
トに グ ル コ コ ル チ コ イ ド を1 旬 数週間投与 する と， 肺
ヒ ス タ ミ ン 含 量 が 減少 す る と い う 報 告 が あ る
が
15 肺 3 9J
， S hab ら3 4触 感作 モ ル モ ッ トに デキ サメ サ
ゾ ン 0．5 m gノkg を皮下注射後 24 時間 で摘出 し た気
管 ． 肺組織の ヒ ス タ ミ ン含量の 減少 を認 めて い る
． し
か し， それ よ り短時間で グ ル コ コ ル チ コ イ ドの 投与に
よる 肺 ヒ ス タ ミ ン 含量の 低下 を認め た報告は な い
．
グ
ル コ コ ル チ コ イ ドに よ っ て組織内 ヒ ス タ ミ ン含量が減
少す る 原因 と し て， Be allら3 9さは ヒ ス タ ミ ン塵生 に あ
ず か る ヒ ス チ ジ ン脱 炭酸酵素活性 の低下 をあげてい
る
．
グル コ コ ル チ コ イ ドはプロ ス タグラ ンデイ ン 産 生も抑
制 す る こ とが 示 さ れ て い る が4 0ト 欄 ， Bla ckw ell ら4頼 51
は， グ ル コ コ ル チ コ イ ドが ホス ホ リ パ ー ゼ A2活性 を抑
制 し， その 結果 ア ラ キ ド ン酸遊離が抑制 され る た めで
ある と報告 して い る． そ して ， グ ル コ コ ル チ コ イ ドに
よ っ て細胞内に 産生 され ， ホ ス ホ リ パ ー ゼ A2抑制作用
を有す る マ ク ロ コ ー チ イ ン と い う ポ リペ プ チ ド を分離
し， こ れが グ ル コ コ ル チ コ イ ド投与後 3■句 4時間で塵
生さ れ る こ とを 示 した
．
一 般 に ス テ ロ イ ドが 効果発現す る に は， い ス テロ
イ ド と細胞質内受容体と の 結合， 2う ス テ ロ イ ド ． 受
容体結合物質 の 核 へ の 移 行， 31 新た な メ ッ セ ン
ジ ャ ー R N Aの 合成， 41 リ ボ ゾ ー ム で の 新た な 蛋白
合成 の 開始と い う過程 をと り， こ の 間に 数時間を要す
る と さ れ て い る 相 ． 著者 の 示 し た Ps の 後期 の作 用 で
ある ヒ ス タミ ン 産生 ． 遊離 の抑制作用 は， Ps 投与後2
時間以内に は認 め られ ず， 6時間後 に 認め られ て お り，
投与よ り効果発現 ま で の 時間と 考え ると ， プロ ス タ グ
ラン デイ ン でい われ てい る よう に ， マ ス ト細胞内でプ レ
ド ニ ゾ ロ ン の受 容体を介 して ， ヒ ス タ ミ ン の 産生 ． 遊
離 を抑制 す るよ う な物質が作ら れ て い る 可能性が考え
られ る
．
著者の 認 めた Ps の 抗 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 作用 の 2相
性と い う現 象 は興味あ るも の で あり， そ の 発現 機序に
関す る考察 を Fig． 9 に模式的 に 示 した． これ に はさ ら
に 実験的裏づ けが必 要で あ る し， また ヒ ス タ ミ ン以 外
の 王塾 ア レ ル ギ ー 反 応の ケ ミ カ ル メ ジ ェ 一 夕 ー で ある
プ ロ ス タグラン デイ ンや ロ イ コ ト リ エ ン と グ ル コ コ ル チ
コ イ ド との 関係 に つ い て も 明ら か に す る必要が ある ．
結 論
王型 ア レ ル ギ ー 反応 に 対 す る グル コ コ ル チ コ イ ドの
ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 反応 に 対す る プ レ ド ニ ゾロ ン の 効果
効果を検討す る た め， モ ル モ ッ トの 気管 お よ び肺 に 対
する グル コ コ ル チ コ イ ド製剤で あ る Ps の 影響 を調 べ
た ． その 結果，
川 感作モ ル モ ッ ト に Ps20皿 gノkg を投与 し， 6時
間後 に摘出作製 し た気管鎖の 抗原投与 に よ る 収縮 は，
Ps非投与群よ り有意 に減少 した ． ま た感作モ ル モ ッ ト
摘出気管鎖 を， Ps500JLglmlお よ び 1 m glml と 1時
間イ ン キ ュ ベ ー 卜す る と ， 抗原 に よ る収縮 は Ps非 投
与群よ り有意に 減少 した．
く2ユ 感作モ ル モ ッ ト肺組織に 抗原 を加 えた と きの ヒ
ス タ ミ ン 遊離は， そ の 6時間前に Ps20m g几 g を投与
した群で 有意に 減少し， また肺組織 ヒ ス タ ミ ン含量も
減少 した．
刷 非感作モ ル モ ッ ト摘出気管鎖の ヒ ス タ ミ ン ， ア
セ チ ル コ リ ン に 対 す る収縮は ， 10ノJgノmlか ら 1 m gノ
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mlの Ps と 1時間イ ン キ ュ ベ ー トす る こ とに よ り， 有
意に 減少し た．
以 上 の成績か ら ， プ レ ド ニ ゾ ロ ン の抗ア ナ フ ィ ラ キ
シ ー 作用 は時間的に 2相性 であ り， プ レ ド ニ ゾロ ン 投
与後1時間以内に 認められ る も の は気道平滑筋 に 対す る
直接作用 と考 えら れ， ま た数時間 して 発現す る もの は
産生細胞の 変化が関与す る作用 で あ ると 推定され た．
なお， 本論文の 要 旨は， 第 16回日本胸部疾患学会北陸地
方象 第21回日本 胸部疾患 学会総会， 第31回日本ア レ ル
ギ ー 学会総会 に お い て 発表 した．
稿を終 わる に あたり， 御指導 ． 御校閲を賜 っ た服 部絢 一 教
授 に深甚の 謝意 を表します． また本研究の遂行 に あたり， 御
指導， 御教示 を賜 っ た宮保進福井医科大学教授 に 深く感謝
い た しま す
．
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